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　与板の豪商大阪屋三輪家の別荘“楽山苑”に行きジグザグの坂道の小砂利を踏んで上に登る。一番上の観音堂の
前に立っての眺望は素晴らしい。
　下の登り口よりは僅かに階段にして１５０余段を上ったに過ぎないけれど、眺めは、人家との距離をほどほどに作
り、大河信濃川が南方より北の日本海へ向かって流れゆき、遠くには越後の山々が黙して連なっている。人家を下
方に離しただけ、天と雲は幾分我が身近くに招き寄せられてくる。暖冬のせいもあって新年、初春の越後絵巻が、
この楽山苑の一角において自然と歴史と個人の様々な想いとが交錯するなどして存分に楽しむことができる。
　銀嶺の守門岳、優美というか、その美しさをどう表現すべきか言葉が見つからない。ただ眺める者としては言い
知れぬ“癒し”を感じさせられて尽きることが無い。新年と言えば初日の出、今年の元旦にここにくれば良かった
のにと悔まれる。あれは二昔ほども前にもなろうか、元日の町内史跡マラソン（勿論参加者は自分独り）の時のこ
と。城山と呼ばれる直江山城守兼続の居城に登って初日の出を待った。雪国の越後ではまず見れないと言い切れる
ほどの御来光。徐々に東の空が明るさを増してゆき、山の端より初日がほんの少し僅かに顔を出した瞬間、万物の
生命の源の太陽から七色の言い様もない美しい虹色の輪の小さなトンネルが出現して、城山に立つ我が身にまで達
した、その感動は今も残る。
　ここの眺望の虜になってまだ日は浅い。
　さて登って来た道でない今一つの道を下り積翠庵の前の落葉を踏んで通り抜けてゆくと、ひっそりと立っている
石碑が目に入ってくる。そこは楽山亭の奥の方となる。『天寒自愛の碑』と呼ばれるその石碑には
君蔵経を求めんと欲し
遠く故園の地を離る。
呼嗟吾何をか道はん
天寒し自愛せよ。
という詩が刻まれている。これは徳昌寺古範和尚が『大蔵経』の入手、寄進集めに大変な苦労をされているのを見
て、法弟となった維馨尼が、ただ一人遠く江戸まで勧進の旅に出掛けていった、その志に感激した良寛さまが江戸
の維馨尼に宛てた励ましの詩であるとのこと。その頃、文化文政の年代は退廃と矛盾の多かった時代であったとい
う。とすると私達の生きる現代と似通った世の中であったのだろうか。
　それにしても今の日本の現実の有り様は、納得のいかないことばかりと言っていい位だ。
　第二次世界大戦で敗戦、被爆国でもある日本が核武装だ、憲法改正だといい、その声の強さは無視出来ないほど
までになった。
　憲法、教育基本法が時代に適わないと言うけれど、それは全く逆ではないだろうか。今こそ、現在こそ、その精
神と心を生かすようにあらゆる努力をするべきと考える。食うや食わずの極貧の時代に朝鮮戦争特需で一息つい
て、冷戦構造体制の世界の一隅にあって、平和憲法のもとで経済一辺倒の道を金、金と突き進んだ。努力もあった
ろう運もあったろう、策略も深く潜行したであろう、あれよあれよと経済大国となった、そして弾けた。
　敗戦直後の食糧不足時代農民は牛馬のように頑張り抜いた。暗いうちから暗くなるまで屑米を食べ日曜も祭日も
なく働かされた。更に次三男、四男も女性も都会に出て、汚い仕事、辛い職場、危険現場に出て積極的にその役割
を果たした。今自給率が僅か４割、輸入６割、捨てる食品２０００万トン以上！恐ろしいことに、それでも農業無用論
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の声さえ聞かれる。農業、農村が危機的状況にあるばかりでなく、
日本において野生生物の絶滅危惧種は２６６３種にのぼり絶滅に向けて急速な衰退を続けており、ついに最後の段階
に入りつつあるという。（鷲谷いずみ『自然再生』中央公論社（２００４年））
　“農は国の礎”と昔から言われている。
　『食料主権』の思想のもとに日本農業、日本の自然の再生をすべての国民の協力と努力でやり遂げねばなるまい。
　確かに平和は称えて獲られるものではない。だが戦争がなくとも人類自滅の道を恐れることなく猛進しているよ
うにも見える今日、人のすべての力、智恵、お金も永遠平和の実現に向けて生かし協働して前進してほしいと願わ
ずにおれない。それこそ日本の生き残る道であり使命であろう。
　今、守るべきは自然であり、自然に感謝し、自然をいとおしむ心ではないだろうか。
　また戦うべきは他国ではなく自分の心の中のエゴイズムであり慢心ではないでしょうか。
　最近、心に突き刺さった言葉を記し、そして色々学ぶ機会を与えて頂いた長岡大学に心から感謝を申し上げ終わ
りとします。
　来世とは私どものかわいい子供であり、孫、曾孫です。
　来世があるかないかは、議論の余地のないことです。私どものかわいい子供、孫、曾孫、
少なくともこれは確実な私どもの来世です。これさえ来世だと思えないほど、私どもはエゴ
に侵されています。
　その来世を温かい極楽の世とするか、恐ろしい地獄の世に陥れるかは、いまの私どもの心
がけと行為が決めるのです。
　地獄、極楽、来世は決して、遠いあの世の話ではありません。
（高田好胤著『まごころ説法』徳間書店（２００４年）　　　　　
－１３８－
